
一　

﹁
ス
ペ
イ
ン
風
邪
﹂
の
流
行
状
況

　

中
郡
に
お
け
る
﹁
ス
ペ
イ
ン
風
邪
﹂
の
実
態
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
︑
日
本
お
よ

び
神
奈
川
県
に
お
け
る
﹁
ス
ペ
イ
ン
風
邪
﹂
の
流
行
状
況
を
速
水
融
の
研
究
に
基
づ
き

概
観
し
て
お
き
た
い
︒
本
章
で
は
注
記
が
な
い
限
り
速
水
の
研
究
を
典
拠
と
す
る
︒

　
　

１　

日
本
に
お
け
る
流
行

　
　

︵
１
︶
発
生
期

　

記
録
に
残
る
﹁
ス
ペ
イ
ン
風
邪
﹂
の
最
初
の
患
者
は
︑
一
九
一
八
年
︵
大
正
七
︶
三

月
四
日
︑
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス
州
フ
ァ
ン
ス
ト
ン
基
地
に
併
設
さ
れ
た
病
院
へ

発
熱
・
頭
痛
を
訴
え
て
押
し
寄
せ
た
兵
士
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う 

︒

　

日
本
で
は
一
九
一
八
年
四
月
に
日
本
統
治
下
の
台
湾
で
巡
業
中
の
大
相
撲
力
士
が
罹

っ
た
病
気
が
﹁
ス
ペ
イ
ン
風
邪
﹂
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
︑
そ
の
う
ち
の
三
人
が
亡

く
な
っ
た
︒
そ
の
後
︑
五
月
初
旬
に
横
須
賀
軍
港
で
軍
艦
﹁
周
防
﹂
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
様
疾
病
患
者
一
五
〇
名
余
が
出
て
︑
中
旬
に
は
保
土
个
谷
に
あ
る
富
士
瓦
斯
紡
績
工

場
の
工
員
に
患
者
が
多
数
出
た
︒
六
月
に
な
る
と
東
京
・
仙
台
・
金
沢
・
松
本
・
秋
田
・

青
森
な
ど
各
地
の
聯
隊
で
罹
患
者
を
出
す
が
︑
死
に
至
る
ほ
ど
激
し
い
も
の
で
は
な
く
︑

そ
れ
以
上
の
流
行
の
広
が
り
も
み
ら
れ
ず
︑
七
月
下
旬
に
は
小
康
状
態
に
至
っ
た
と
い

う
︒
こ
れ
を
﹁
春
の
先
駆
け
﹂
と
呼
ぶ
︒

　

一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
か
ら
一
九
二
〇
年
に
か
け
て
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
あ
る
い

は
「
流
行
性
感
冒
」
と
呼
ば
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
流

行
し
た
。
世
界
全
体
で
二
〇
〇
〇
万
か
ら
四
五
〇
〇
万
人
、
日
本
で
は
内
地
だ
け
で
五

〇
万
人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
る 

。

　

日
本
に
お
け
る
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
に
迫
っ
た
歴
史
研
究

は
速
水
融
の
研
究
が
ほ
ぼ
唯
一
の
成
果
で
あ
り
、
到
達
点
と
い
え
る
。
速
水
が
指
摘
し

た
よ
う
に
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
二
〇
世
紀
最
悪
の
人
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
禍
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
世
界
的
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
関
心
が
よ
り
勝
っ
て
い
た
こ

と
、
日
本
で
は
社
会
運
動
や
労
働
運
動
が
盛
り
上
が
る
一
方
、
工
業
化
の
進
展
や
普
通

選
挙
法
の
施
行
な
ど
政
治
・
経
済
・
社
会
・
生
活
の
転
換
期
に
あ
た
り
、
そ
の
後
の
関

東
大
震
災
の
発
生
も
あ
い
ま
っ
て
、
社
会
的
に
「
忘
却
」
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
地
域
に
お
け
る
被
害
や
影
響
の
実
態
な
ど
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
神
奈
川
県
旧
中
郡
域
を
対
象
に
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
地
域
へ

の
流
行
や
影
響
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
管
見
の
限

り
中
郡
域
の
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
を
対
象
と
し
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
速
水
が
神

奈
川
県
で
の
流
行
の
諸
相
の
検
討
の
な
か
で
統
計
的
に
触
れ
る
ほ
か
、
鈴
木
昇 

に
よ
る

大
磯
町
域
の
流
行
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
・
日
誌
の
紹
介
、
『
伊
勢
原
市
史 

』
に
お
け
る

新
聞
記
事
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

h

は
じ
め
に

神
奈
川
県
中
郡
に
お
け
る
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
流
行
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神
戸
の
三
市
は
ま
た
も
高
死
亡
率
と
な
っ
た 

。
諸
学
校
の
休
校
も
各
地
で
み
ら
れ
た
。

流
行
は
長
野
県
で
六
月
ま
で
み
ら
れ
る
も
の
の
、
三
月
に
は
終
息
を
迎
え
た
地
域
が
多

い
。

　

公
式
統
計
に
よ
る
「
後
流
行
」
の
罹
患
者
は
二
四
一
・
二
万
人
、
死
亡
者
は
一
二
・

七
万
人
で
あ
る
。
「
前
流
行
」
に
比
較
し
て
罹
患
率
は
低
い
が
、
罹
患
者
死
亡
率
は
五
・

二
％
と
高
か
っ
た 

。

　

２　

神
奈
川
県
に
お
け
る
流
行

　
　

（
１
）
前
流
行

　

神
奈
川
県
は
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
史
料
が
比
較
的
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
速
水

融
は
神
奈
川
県
の
分
析
に
一
節
を
あ
て
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
も
注
記
が
な
い
限

り
速
水
の
成
果
に
拠
る
が
、
神
奈
川
県
警
察
部
に
よ
る
報
告
書
『
大
正
七
・
八
年
、
大

正
八
・
九
年　

流
行
性
感
冒
流
行
誌 

』
（
以
下
、
『
流
行
誌
』
と
略
）
も
参
照
し
つ
つ
、

神
奈
川
県
に
お
け
る
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
流
行
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

神
奈
川
県
で
確
認
で
き
る
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
最
初
の
発
生
は
、
一
九
一
八
年
（
大

正
七
）
五
月
下
旬
の
横
須
賀
軍
港
碇
泊
中
の
軍
艦
「
周
防
」
に
お
け
る
患
者
で
、
こ
れ

が
国
内
（
内
地
）
最
初
で
も
あ
る
。
漸
次
「
榛
名
」
「
若
宮
」
「
金
剛
」
の
各
艦
及
び
陸

上
海
兵
団
へ
感
染
し
、
罹
患
者
は
三
百
余
人
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う 

。
た
だ
、
感
染
は
横

浜
方
面
へ
の
広
が
り
を
み
せ
る
も
の
の
ほ
ど
な
く
終
息
し
、
「
春
の
先
駆
け
」
と
さ
れ
る

（
前
述
）
。

　

そ
の
後
、
一
九
一
八
年
一
〇
月
九
日
に
小
田
原
中
学
校
（
現
県
立
小
田
原
高
校
）
寄

宿
舎
で
九
人
の
集
団
感
染
が
発
生
し
た
。
こ
れ
が
県
内
で
確
認
で
き
る
「
前
流
行
」
の

最
初
と
な
る 

。
以
後
、
横
浜
港
で
の
商
船
乗
員
の
罹
患
・
死
亡
や
、
学
校
・
県
庁
・
鉄

道
・
工
場
等
へ
と
県
下
全
体
に
感
染
拡
大
が
み
ら
れ
、
猛
威
を
振
る
っ
た
。

　

依
知
村
金
田
（
厚
木
市
金
田
）
の
農
家
星
野
家
の
日
記
で
は
一
一
月
一
五
日
に
「
弥

膳
・
墨
則
、
此
夜
ヨ
リ
世
界
的
流
行
ノ
寒
冒
ニ
カ
ヽ
リ
休
ス
」
と
、
長
男
弥
膳
・
四
男

墨
則
が
罹
患
し
て
農
作
業
を
休
ん
だ
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
。
翌
一
六
日
に
は
「
貴
一
此

夜
ヨ
リ
エ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ス
ペ
イ
ン
風
ニ
カ
ヽ
リ
休
ス
」
と
記
さ
れ
、
次
男
貴
一
も

罹
患
し
た
。
二
一
日
に
は
「
弥
・
貴
・
う
た
・
勤
・
墨
・
カ
タ
五
人
寒
冒
ニ
テ
休
ス

　
　

（
２
）
前
流
行

　

「
前
流
行
」
と
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
九
月
末
こ
ろ
に
始
ま
り
、
翌
一
九
一
九

年
三
月
末
こ
ろ
に
終
息
を
み
た
流
行
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
一
八
年
九
月
二
〇
日
に
日
紡
大
垣
工
場
で
熱
病
患
者
の
発
生
が
新
聞
で
報
じ
ら

れ
、
二
六
日
の
記
事
に
は
大
津
の
歩
兵
聯
隊
で
感
冒
患
者
四
〇
〇
人
の
発
生
が
伝
え
ら

れ
た
。
一
〇
月
九
日
に
は
水
戸
の
歩
兵
連
隊
・
工
兵
大
隊
の
半
数
以
上
が
罹
患
し
て
演

習
中
止
、
一
五
日
に
は
滋
賀
県
栗
太
郡
・
野
洲
郡
方
面
で
流
行
性
感
冒
に
よ
る
学
校
休

校
、
一
六
日
に
は
愛
媛
県
喜
多
郡
大
洲
町
で
六
〇
〇
人
の
患
者
発
生
な
ど
が
新
聞
で
報

じ
ら
れ
た
。
以
上
か
ら
、
水
戸
が
例
外
で
あ
る
が
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
流
行
は
西
日

本
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
〇
月
中
旬
以
降
、
流
行
は
全
国
的
に
広
ま
り
、
各
地
で
罹
患
者
が
激
増
し
た
。
一

一
月
に
入
る
と
死
亡
者
が
急
増
し
、
学
校
の
休
校
や
、
郵
便
配
達
・
電
車
の
運
行
へ
の

支
障
と
い
っ
た
社
会
的
影
響
も
各
地
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
京
都
・
大
阪
・

神
戸
の
三
市
は
死
亡
率
が
高
く
「
前
流
行
」
の
最
大
の
被
害
地
と
な
り 

、
火
葬
場
の
処

理
が
間
に
合
わ
ず
棺
桶
の
放
置
や
臨
時
の
焼
竈
増
設
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
も
っ
と

も
、
火
葬
場
の
処
理
能
力
の
超
過
は
名
古
屋
市
や
東
京
の
ほ
か
各
地
で
み
ら
れ
た
。
ま

た
、
奥
羽
地
方
・
北
海
道
で
の
流
行
は
一
〇
月
末
こ
ろ
か
ら
遅
れ
て
本
格
化
し
た
。

　

「
前
流
行
」
は
一
一
月
末
か
ら
一
二
月
に
は
い
っ
た
ん
小
康
状
態
を
得
る
が
、
年
が

明
け
た
一
八
一
九
年
一
月
に
再
発
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
三
月
末
ま
で
続
い
た
。
な
お
、

流
行
再
発
の
契
機
の
一
つ
に
一
二
月
の
新
兵
入
営
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
流
行
が
遅
れ

た
地
域
か
ら
免
疫
抗
体
を
持
た
な
い
初
年
兵
が
入
営
後
に
感
染
す
る
の
で
あ
る
。

　

「
前
流
行
」
は
、
実
態
よ
り
少
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
公
式
統
計
で
も
二
一
一
六
・

八
万
人
の
罹
患
者
、
二
五
・
七
万
人
以
上
の
死
亡
者
を
出
し
た
。
一
九
一
八
年
の
日
本

内
地
の
人
口
は
五
五
六
六
・
三
万
人
な
の
で
罹
患
率
は
三
八
％
、
罹
患
者
死
亡
率
は
一
・

二
％
で
あ
っ
た 

。

　
　

（
３
）
後
流
行

　

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
九
月
中
旬
か
ら
始
ま
る
流
行
は
「
後
流
行
」
と
呼
ば
れ
る
。

最
も
早
く
流
行
が
始
ま
っ
た
の
は
九
月
下
旬
の
熊
本
県
で
、
以
後
全
国
に
広
が
っ
た
。

　

た
だ
、
本
格
的
な
流
行
は
一
一
月
以
降
で
、
年
明
け
前
後
か
ら
死
亡
者
が
急
増
し
た
。

「
前
流
行
」
同
様
に
軍
隊
で
の
新
入
営
兵
の
罹
患
・
死
亡
が
目
立
ち
、
京
都
・
大
阪
・
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「
前
流
行
」
の
神
奈
川
県
に
お
け
る
罹
患
者
数
は
二
八
七
五
九
九
人
で
、
死
亡
者
は

五
〇
二
一
人
、
人
口
に
対
す
る
罹
患
率
は
二
一
・
七
三
％
、
罹
患
者
死
亡
率
は
一
・
七

五
％
と
さ
れ
る
。
「
前
流
行
」
で
の
県
内
市
郡
に
お
け
る
罹
患
率
は
津
久
井
郡
が
最
も
高

く
、
人
口
の
半
分
以
上
が
罹
患
し
て
い
た
。
同
郡
は
僻
陬
の
地
で
「
春
の
先
駆
け
」
の

洗
礼
を
受
け
な
か
っ
た
め
、
本
格
的
な
流
行
に
際
し
て
多
数
の
罹
患
者
を
出
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（
表
１
）
。

　
　

（
２
）
後
流
行

　

神
奈
川
県
に
お
け
る
「
後
流
行
」
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
一
二
月
に
始
ま
る
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪 

」
と
あ
り
、
二
女
う
た
・
三
男
勤
・
四
女
カ
タ
も
罹
患
し
、
星
野
家

に
七
人
い
た
二
三
歳
～
一
〇
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
う
ち
六
人
が
感
染
し
た
。
そ
の
後
、

二
二
日
に
墨
則
が
回
復
し
、
二
五
日
に
は
弥
膳
と
貴
一
の
農
作
業
へ
の
復
帰
が
確
認
さ

れ
る
の
で
、
罹
患
後
、
七
～
八
日
ほ
ど
床
に
臥
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る 

。

　

「
前
流
行
」
は
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
一
月
下
旬
が
最
も
激
し
く
、
一
二
月
か
ら
翌
一

九
一
九
年
一
月
中
旬
ま
で
一
時
小
康
状
態
と
な
る
が
、
一
月
下
旬
よ
り
県
内
各
地
で
再

発
し
た
。
た
だ
、
二
月
下
旬
に
は
下
火
と
な
り
、
四
月
一
五
日
の
足
柄
上
郡
で
の
発
生

記
事
を
最
後
に
患
者
は
確
認
さ
れ
な
く
な
る
。
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校
（
現
秦
野
市
立
本
町
小
学
校
）
児
童
二
千
余
人
中
一
七
〇
人
の
罹
患
者
が
発
生
し
、

各
商
店
で
も
三
百
余
人
の
罹
患
者
が
発
生
し
た
と
い
う
。

　

一
〇
月
三
一
日
に
は
平
塚
町
の
相
模
紡
績
工
場
に
お
け
る
女
工
の
罹
患
者
が
百
余
人

に
達
し
、
そ
の
う
ち
朝
鮮
か
ら
の
女
工
一
人
の
病
死
を
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
家
族
中
一
人
罹
患
し
て
全
家
族
に
伝
染
す
る
例
が
少
な
く
な
く
、
経
過
が

よ
け
れ
ば
二
、
三
日
で
床
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
悪
け
れ
ば
二
〇
日
、
三
〇
日

も
経
た
な
け
れ
ば
全
治
し
な
い
と
も
報
じ
ら
れ
る
（
一
〇
月
三
一
日
）
。

　

一
一
月
に
な
る
と
、
学
校
へ
の
影
響
が
本
格
化
し
、
学
校
に
お
け
る
感
染
状
況
や
休

校
の
情
報
が
多
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
一
月
七
日
に
は
、
中
郡
三
五
の
小
学
校
は
感
冒
の
た
め
、
ど
こ
も
三
～
五
人
の
職

員
が
欠
勤
し
て
お
り
、
な
か
で
も
豊
田
小
学
校
で
は
校
長
を
含
め
八
名
の
職
員
が
罹
患

し
て
休
校
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
翌
八
日
に
は
中
郡
の
小
学
校
で
は
「
四
分
の
一
乃

至
三
分
の
一
該
病
に
罹
り
尚
益
々
蔓
延
の
模
様
」
と
も
伝
え
ら
れ
た
。

　

秦
野
地
域
の
各
町
村
で
も
、
小
学
校
児
童
は
ど
こ
も
二
割
余
の
欠
席
者
を
出
し
て
お

り
、
近
く
休
校
の
や
む
な
く
に
い
た
る
と
さ
れ
る
（
一
一
月
一
二
日
）
。

　

大
田
小
学
校
（
現
伊
勢
原
市
）
で
は
小
学
生
の
罹
患
者
が
続
出
し
て
一
一
月
一
二
日

か
ら
「
臨
時
休
業
」
し
た
。
た
だ
、
「
又
々
昨
十
二
日
よ
り
臨
時
休
業
」
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
小
学
校
は
こ
れ
以
前
に
も
休
校
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
一

一
月
一
三
日
）
。
さ
ら
に
、
一
一
月
一
四
日
に
は
相
川
・
豊
田
・
岡
崎
・
高
部
屋
・
大
田
・

比
々
多
・
一
色
の
七
小
学
校
の
休
校
が
伝
え
ら
れ
る
。

　

金
目
小
学
校
で
は
一
一
月
八
日
ま
で
罹
患
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
が
、
「
偶
々
一
、

二
人
の
患
者
を
出
す
や
五
、
六
日
に
し
て
生
徒
百
人
中
廿
一
人
に
達
す
る
の
患
者
を
出
」

し
、
一
三
日
に
は
「
学
級
停
学
」
を
し
た
が
、
近
日
中
に
は
休
校
必
至
と
さ
れ
る
。
ま

た
、
一
一
月
一
三
日
・
一
四
日
こ
ろ
か
ら
城
島
・
神
田
両
小
学
校
で
も
罹
患
者
が
続
出

し
、
比
々
多
小
学
校
で
は
尋
常
三
・
五
、
高
等
一
・
二
年
が
停
学
中
だ
っ
た
が
、
一
四

日
か
ら
全
校
休
校
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
東
秦
野
村
の
田
原
小
学
校
（
現
秦
野
市
立
東

小
学
校
）
で
も
児
童
の
罹
患
者
が
激
増
し
つ
つ
あ
る
状
態
で
、
「
中
郡
の
北
部
伊
勢
原
方

面
に
て
小
学
校
授
業
を
為
し
居
る
は
伊
勢
原
、
大
山
の
二
学
校
あ
る
の
み
」
だ
っ
た
と

い
う
（
一
一
月
一
六
日
）
。

　

学
校
以
外
の
社
会
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
一
〇
月
に
は
先
述
の
ご
と
く
大
磯
の
遊
廓

　

年
末
に
は
富
士
瓦
斯
紡
績
会
社
保
土
ヶ
谷
工
場
で
女
工
五
〇
〇
人
以
上
の
罹
患
、
十

数
名
の
死
亡
が
み
ら
れ
た
。
年
を
越
し
て
一
九
二
〇
年
に
な
る
と
猛
威
を
振
る
い
、
特

に
一
月
一
〇
日
こ
ろ
か
ら
二
月
の
は
じ
め
こ
ろ
の
約
三
週
間
の
死
者
数
が
突
出
し
て
多

く
、
激
甚
を
極
め
た
。
二
月
に
な
る
と
下
火
と
な
り
、
三
月
初
旬
に
は
終
息
を
み
た
。

「
後
流
行
」
の
神
奈
川
県
に
お
け
る
罹
患
者
数
は
五
六
九
九
二
人
で
、
死
亡
者
は
二
三

九
八
人
、
罹
患
者
死
亡
率
は
四
・
二
一
％
と
さ
れ
る 

。
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
が
神
奈

川
県
に
お
い
て
も
罹
患
者
数
は
大
幅
に
減
っ
た
が
、
罹
患
者
死
亡
率
は
大
幅
に
増
加
し

た
（
表
２
）
。

　

二　

中
郡
に
お
け
る
流
行

　
　

１　

前
流
行

　
　

（
１
）
前
期

　

『
流
行
誌
』
は
中
郡
で
の
流
行
の
初
発
を
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
九
月
下
旬
の
大

磯
町
と
記
載
し
て
い
る 

。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
神
奈
川
県
に
お
け
る
「
前
流
行
」
の

初
発
で
も
あ
る
。
た
だ
、
新
聞
報
道
で
は
同
年
一
〇
月
二
五
日
の
「
本
月
中
旬
よ
り
大

磯
地
方
に
悪
性
感
冒
流
行
、
目
下
猖
獗
を
極
め
」
と
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
記
事
が

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
関
連
の
初
出
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
見
出
し
に
は
「
遊
廓
の

全
滅
」
と
あ
り
、
「
娼
芸
妓
総
休
み
の
体
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
一
家
五
、
六
人
の

罹
患
者
も
あ
り
、
「
該
症
は
一
家
一
人
冒
さ
る
ゝ
時
は
自
然
一
家
中
に
伝
染
」
す
る
と
恐

れ
ら
れ
、
「
医
師
は
大
多
忙
を
極
め
つ
ゝ
」
あ
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
注
記
が

な
い
限
り
『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
記
事
に
よ
る
。
発
行
日
を
本
文
中
に
記
さ
な
い
場
合

は
カ
ッ
コ
内
に
記
す
）
。
ま
た
、
大
磯
町
助
役
の
小
見
忠
滋
は
、
こ
の
記
事
の
二
日
前
の

二
三
日
に
「
尚
歯
会
ハ
流
行
性
感
冒
ノ
為
メ
本
月
三
十
日
執
行
ノ
筈
ナ
リ
シ
ヲ
来
月
十

五
日
ニ
延
期
ス
ル
事
ニ
ナ
ル
」
と
流
行
性
感
冒
の
流
行
に
よ
る
尚
歯
会
（
敬
老
会
）
の

延
期
を
日
誌
に
記
し
て
い
る 

。
こ
れ
ら
か
ら
大
磯
町
に
お
い
て
は
、
一
〇
月
下
旬
の
時

点
で
か
な
り
ま
ん
延
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

一
〇
月
三
〇
日
に
は
、
秦
野
地
域
の
町
村
に
お
け
る
流
行
が
伝
え
ら
れ
、
曽
屋
小
学

（
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人
の
罹
患
者
が
出
た
と
し
て
四
年
生
を
臨
時
休
校
に
し
た
（
二
月
七
日
）
。
「
平
塚
地
方
」

で
も
小
学
校
の
学
級
部
分
休
学
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（
二
月
一
九
日
）
。

　

県
立
平
塚
農
学
校
で
は
寄
宿
舎
に
泊
ま
っ
て
い
た
生
徒
ら
三
十
余
名
の
集
団
罹
患
が

み
ら
れ
、
四
十
度
内
外
の
熱
を
発
し
た
た
め
、
二
月
八
日
か
ら
一
年
乙
組
は
五
日
間
の

休
業
と
な
っ
た
（
二
月
九
日
）
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
全
校
休
校
し
た
よ
う
で
、
授
業
再
開

は
二
一
日
と
な
っ
た
（
二
月
二
一
日
）
。

　

二
月
下
旬
に
な
る
と
平
塚
地
方
の
流
感
は
「
稍
終
息
の
状
況
」
と
な
り
、
前
述
の
平

塚
農
学
校
の
ご
と
く
、
休
業
中
の
児
童
・
生
徒
も
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、

「
中
郡
南
部
地
方
に
於
て
猛
威
を
逞
し
う
せ
る
流
行
性
感
冒
は
漸
時
北
部
に
浸
潤
し
南

部
は
漸
く
下
火
と
な
り
」
と
も
報
じ
ら
れ
、
南
部
は
下
火
と
な
っ
た
が
流
行
は
北
部
へ

と
移
っ
て
い
っ
た
（
二
月
一
九
日
）
。
三
月
五
日
に
は
「
秦
野
地
方
に
て
は
昨
今
漸
く
感

冒
下
火
と
な
り
た
る
が
、
南
秦
野
村
字
平
澤
の
一
部
の
み
尚
猖
獗
を
極
め
つ
ゝ
あ
り
」

と
、
一
部
を
残
し
て
「
秦
野
悪
性
感
冒
下
火
」
と
報
じ
ら
れ
、
以
後
、
「
前
流
行
」
の
記

事
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
『
流
行
誌
』
で
は
中
郡
の
流
行
の
「
終
閉
」
は
四
月

中
旬
の
城
島
村
と
さ
れ
て
い
る 

。

や
平
塚
の
相
模
紡
績
工
場
で
の
罹
患
者
発
生
に
よ
る
営
業
へ
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。

一
一
月
に
な
る
と
「
町
村
役
場
に
も
欠
勤
者
多
く
役
場
の
如
き
は
事
務
の
渋
滞
を
来
し

居
れ
り
」
と
報
じ
ら
れ
、
行
政
事
務
に
も
支
障
を
き
た
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
（
一
一
月
一
四
日
）
。

　

ま
た
、
農
村
地
帯
で
は
流
行
が
麦
蒔
き
の
繁
忙
期
に
あ
た
り
、
「
目
下
麦
播
種
の
期
節

と
て
非
常
の
困
憊
を
極
め
」
て
い
た
（
一
一
月
八
日
）
。
こ
う
し
た
な
か
で
秦
野
町
上
大

槻
で
は
一
一
月
中
旬
か
ら
「
一
家
七
人
悉
く
悪
性
感
冒
に
襲
は
れ
」
た
家
を
青
年
会
支

部
会
員
一
同
が
大
い
に
同
情
し
て
、
「
自
家
の
農
繁
な
る
を
顧
み
ず
同
人
の
畑
六
反
の
耕

作
と
麦
蒔
き
を
了
せ
り
」
と
い
う
「
真
に
賞
す
る
に
足
る
美
談
」
が
報
じ
ら
れ
て
い
る

（
一
一
月
二
八
日
）
。

　

一
一
月
末
に
な
る
と
「
秦
野
町
の
悪
性
感
冒
は
漸
く
下
火
と
な
り
し
が
各
村
に
て
は

今
尚
猖
獗
を
極
は
め
つ
つ
あ
り
」
（
一
一
月
二
八
日
）
、
「
湘
南
地
方
一
帯
を
襲
ひ
し
流
行

性
感
冒
は
頗
る
猖
獗
を
極
め
た
る
も
今
は
全
く
終
熄
し
た
り
」
（
一
一
月
二
九
日
）
な
ど

と
、
流
行
は
一
時
的
に
下
火
傾
向
と
な
っ
た
。

　
　

（
２
）
後
期

　

「
前
流
行
」
の
後
期
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
二
月
四
日
の
記
事
か
ら
見
ら
れ
、

「
昨
年
来
の
流
行
性
感
冒
は
一
時
終
熄
の
模
様
な
り
し
が
一
月
下
旬
よ
り
再
び
流
行
し
、

殊
に
一
層
の
悪
性
と
な
り
、
罹
病
二
、
三
日
間
に
し
て
肺
炎
を
起
し
或
は
チ
ブ
ス
に
変

症
し
て
老
人
と
云
は
ず
小
児
と
云
は
ず
斃
る
ゝ
者
多
く
、
為
め
に
茲
十
日
前
よ
り
大
磯

町
の
死
亡
率
は
頓
に
増
加
し
た
り
」
と
報
じ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
前
年
一
一
月
末
に
下

火
傾
向
を
見
せ
て
い
た
流
行
性
感
冒
が
、
一
月
下
旬
か
ら
再
び
流
行
し
始
め
、
さ
ら
に

毒
性
が
強
ま
っ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

　

特
に
吾
妻
村
は
流
行
が
激
甚
と
さ
れ
、
「
県
農
事
試
験
場
員
・
役
場
員
・
学
校
職
員
・

生
徒
其
他
一
般
に
臥
床
せ
る
も
の
大
部
分
に
て
死
亡
率
は
平
素
の
八
倍
」
で
あ
っ
た
と

い
う
（
二
月
八
日
）
。
同
村
で
は
三
つ
の
家
が
「
家
族
全
部
感
冒
に
罹
り
」
、
そ
の
う
ち

一
家
は
夫
婦
が
、
一
家
は
妻
が
死
亡
し
、
「
赤
貧
洗
ふ
が
如
く
」
窮
状
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
村
役
場
か
ら
県
救
済
金
な
ど
が
補
助
さ
れ
た
（
二
月
二
八
日
）
。

中
郡
内
に
は
「
一
度
一
家
内
に
入
る
時
は
家
族
全
部
に
伝
染
し
一
家
族
四
人
ま
で
死
亡

し
、
一
家
全
滅
と
な
り
た
る
悲
惨
に
陥
り
た
る
家
」
も
あ
る
と
い
う
（
二
月
一
九
日
）
。

　

ま
た
、
比
較
的
小
児
に
罹
患
者
が
多
い
と
い
い
、
吾
妻
小
学
校
で
は
四
年
生
に
五
四

（
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月
中
の
流
行
の
激
し
さ
と
二
月
以
降
の
下
火
傾
向
が
う
か
が
え
る
（
表
３
）
。

「
前
流
行
」
に
お
け
る
中
郡
の
各
町
村
の
罹
患
者
・
死
亡
者
の
状
況
を
『
流
行
誌
』
に

よ
っ
て
み
る
と
（
表
４
）
、
秦
野
五
町
村
に
お
け
る
罹
患
率
の
低
さ
と
罹
患
者
死
亡
率
の

高
さ
が
際
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
罹
患
率
や
死
亡
率
に
地
域
的
な
偏

差
や
傾
向
は
う
か
が
え
な
い 

。
ま
た
、
最
も
高
い
罹
患
率
を
示
す
の
は
成
瀬
村
の
八
九
・

九
一
％
で
あ
る
が
、
罹
患
者
死
亡
率
は
最
も
低
い
〇
・
二
％
で
、
郡
平
均
の
一
・
九
五
％

に
比
べ
て
も
極
端
に
低
い
。
ほ
か
に
郡
平
均
の
倍
以
上
の
高
い
罹
患
率
を
示
す
旭
村
・

岡
崎
村
も
罹
患
者
死
亡
率
は
郡
平
均
に
比
べ
て
非
常
に
低
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
「
ス

ペ
イ
ン
風
邪
」
で
は
な
い
病
気
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

２　

後
流
行

　
　

中
郡
に
お
け
る
「
後
流
行
」
を
最
初
に
報
じ
た
の
は
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
一

二
月
一
八
日
の
記
事
で
、
吾
妻
村
に
お
い
て
「
目
下
流
行
性
感
冒
に
罹
る
者
続
々
あ
り

て
既
に
罹
病
者
二
十
九
名
に
達
し
、
尚
蔓
延
し
猖
獗
を
極
む
る
の
状
況
」
と
伝
え
る
。

た
だ
、
一
二
月
二
五
日
の
記
事
で
は
流
行
性
感
冒
の
患
者
数
は
平
塚
町
で
一
八
人
、
吾

妻
村
で
一
〇
人
で
あ
る
が
、
伊
勢
原
秦
野
警
察
分
署
管
内
で
は
「
絶
無
の
状
態
」
と
さ

れ
て
い
る
。

　

年
を
越
し
た
一
九
二
〇
年
一
月
七
日
の
記
事
に
は
「
湘
南
大
磯
地
方
に
て
は
流
行
性

感
冒
に
罹
る
者
、
昨
今
其
数
を
増
し
、
一
家
三
人
五
人
と
枕
を
並
べ
し
向
も
多
き
に
医

師
は
新
年
早
々
多
忙
を
極
め
居
れ
り
」
と
報
じ
て
い
る
。
一
月
一
三
日
に
は
平
塚
町
で

「
流
行
性
感
冒
蔓
延
の
兆
あ
り
て
年
内
に
入
り
数
名
同
病
よ
り
肺
炎
を
併
発
し
て
死
亡

せ
る
も
の
あ
る
よ
り
町
民
一
般
に
恐
怖
し
つ
ゝ
あ
り
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
平
塚
町
で
は

年
を
越
し
て
流
行
の
拡
大
と
死
亡
者
が
目
立
つ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

大
野
村
中
原
で
は
東
京
市
に
縁
付
い
て
い
た
娘
が
実
家
の
Ａ
家
に
帰
っ
て
い
た
と
こ

ろ
流
感
で
死
亡
し
た 

。
そ
の
後
、
Ａ
家
は
四
人
の
死
亡
者
を
出
し
、
同
じ
中
原
に
住
む

親
戚
の
Ｂ
家
も
四
人
の
死
者
を
出
し
た
。
一
月
二
〇
日
の
記
事
で
は
中
原
の
罹
患
者
は

二
五
、
六
名
に
達
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
Ａ
家
に
は
Ａ
家
を
実
家
と
す
る
旭
村
徳
延

　

な
お
、
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
二
月
一
日
か
ら
二
月
一
五
日
ま
で
の
一
五
日
間
に

お
け
る
神
奈
川
県
の
患
者
数
は
二
九
三
四
八
人
、
死
亡
者
数
は
七
二
七
人
で
、
そ
の
う

ち
中
郡
は
患
者
二
八
七
六
人
、
死
亡
者
六
六
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
一
月
一
日
か
ら
二

月
一
五
日
ま
で
の
死
亡
者
数
は
神
奈
川
県
四
三
〇
二
人
、
中
郡
三
二
六
人
で
あ
り
、
一

（

　）
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二
月
に
入
る
と
「
大
磯
地
方
流

感
減
退
」
（
二
月
五
日
）
、
「
平
塚
流

感
下
火
」
（
二
月
一
一
日
）
、
「
大
磯

地
方
の
流
感
患
者
は
大
に
減
退
し

殆
ど
終
息
の
状
況
」
（
二
月
一
三

日
）
と
下
火
傾
向
が
報
じ
ら
れ
る
。

た
だ
、
土
澤
村
で
は
二
月
中
旬
か

ら
「
流
感
再
燃
」
し
、
死
亡
者
一

人
と
「
日
日
十
数
名
の
患
者
発
生
」

が
報
じ
ら
れ
る
（
二
月
一
九
・
二

〇
日
）
。
そ
の
後
、
二
月
二
一
日
に

「
伊
勢
原
警
察
署
管
内
十
三
ヶ
町

村
の
流
行
性
感
冒
は
殆
ど
終
熄
」

　

伊
勢
原
地
方
（
大
磯
警
察
署
伊
勢
原
分
署
管
内
）
で
は
一
月
二
四
日
の
記
事
で
一
月

一
〇
日
に
初
診
者
が
出
て
以
来
、
罹
患
者
一
八
七
人
、
う
ち
死
亡
者
五
名
が
発
生
し
、

「
一
般
町
民
は
今
や
恐
怖
の
頂
点
に
達
し
」
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
、
秦
野
地
方
で
も
一

月
一
〇
日
こ
ろ
か
ら
悪
性
感
冒
が
流
行
し
て
い
る
と
い
う
。

　

大
磯
警
察
署
管
内
二
町
六
か
村
に
お
け
る
一
月
一
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
罹
患
者
は

六
三
〇
人
で
、
死
者
は
三
二
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
勢
原
分
署
内
の
罹
患
者
は
大
田

村
二
一
人
、
金
田
村
五
人
、
城
島
村
三
人
、
神
田
村
六
人
、
比
々
多
村
二
二
人
、
伊
勢

原
町
九
四
人
、
金
田
一
〇
人
、
岡
崎
村
四
人
、
豊
田
村
四
人
、
高
部
屋
村
一
五
人
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
一
五
人
の
計
一
八
四
人
に
及
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

死
者
は
九
人
と
な
っ
た
（
一
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
日
）
。
さ
ら
に
、
一
月
初
旬
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
七
日
ま
で
の
秦
野
一
町
五
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
（
秦
野
町
・
東
秦
野
村
・
西
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
・
南
秦
野
村
・
北
秦
野
村
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
柄
上
郡
頭
秦
野
村
）
の
罹
患
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
五
三
五
人
で
死
者
は
三
七
人
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
と
い
う
（
二
月
七
日
）
。

の
Ｃ
家
の
妻
が
看
護
に
来
て
い
た
。
し
か
し
、
一
月
六
日
に
こ
の
妻
が
帰
宅
し
て
以
降
、

そ
の
妻
も
罹
患
し
て
流
感
は
徳
延
地
区
全
体
に
拡
が
り
、
後
に
夫
婦
と
も
に
亡
く
な
る
。

さ
ら
に
Ｃ
家
の
夫
が
旭
村
公
所
の
Ｄ
家
に
畳
替
え
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
Ｄ
家
を
は
じ
め

公
所
に
も
蔓
延
し
、
続
い
て
旭
村
内
の
纒
・
山
下
・
根
坂
間
に
も
罹
患
者
が
発
生
し
た
。

一
月
二
〇
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
旭
村
の
流
感
に
よ
る
死
者
は
九
人
、
罹
患
者
は
三
〇
〇

人
ほ
ど
に
及
ぶ
と
い
う
。
村
内
に
開
業
医
も
い
な
い
こ
と
か
ら
一
八
日
に
県
は
防
疫
員

を
派
遣
し
て
予
防
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
例
か
ら
は
家
族
や
縁
戚
関

係
を
通
じ
て
地
域
に
感
染
が
拡
大
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

（

　）
22

− （27）86 −



　

三　

流
行
の
広
が
り
と
予
防
措
置

　
　

１　

流
行
拡
大
の
様
子

　

﹃
流
行
誌
﹄
で
は
中
郡
に
お
け
る
﹁
前
流
行
﹂
の
初
発
を
一
九
一
八
年
︵
大
正
七
︶

九
月
下
旬
の
大
磯
町
と
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
新
聞
で
は
一
〇
月
中
旬
以
降
の
﹁
大
磯
地

方
﹂
で
の
流
行
を
報
じ
る
一
〇
月
二
五
日
の
記
事
が
中
郡
で
の
﹁
前
流
行
﹂
を
伝
え
る

第
一
報
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
か
ら
︑
中
郡
の
﹁
前
流
行
﹂
は
大
磯
町
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
︒
そ
の
後
︑
一
〇
月
三
〇
日
に
は
﹁
秦
野
町
村
﹂
に
お
け
る
小
学
校
児

童
と
各
商
店
で
の
罹
患
者
続
発
が
伝
え
ら
れ
る
の
で
︑
大
磯
地
方
か
ら
秦
野
地
方
へ
の

流
行
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
た
だ
︑
流
行
の
拡
大

に
つ
い
て
は
﹁
中
郡
地
方
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
は
南
部
よ
り
漸
次
北
部
に
浸
潤
し
﹂

と
表
現
さ
れ
︵
一
一
月
三
日
︶
︑
一
一
月
一
六
日
の
記
事
で
中
郡
内
の
小
学
校
で
授
業
を

し
て
い
る
の
は
﹁
伊
勢
原
・
大
山
の
二
学
校
あ
る
の
み
﹂
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

や
は
り
中
郡
に
お
け
る
流
行
の
拡
大
は
南
部
か
ら
北
部
へ
推
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　

流
行
の
鎮
静
化
に
つ
い
て
は
﹁
中
郡
南
部
地
方
に
於
て
猛
威
を
逞
し
う
せ
る
流
行
性

感
冒
は
漸
時
北
部
に
浸
潤
し
︑
南
部
は
漸
く
下
火
と
な
り
﹂
と
報
じ
ら
れ
た
︵
一
九
一

九
年
二
月
二
一
日
︶
︒
さ
ら
に
︑
三
月
五
日
の
﹁
秦
野
地
方
に
て
は
昨
今
漸
く
感
冒
下
火
﹂

と
伝
え
る
記
事
が
中
郡
に
お
け
る
最
後
の
﹁
前
流
行
﹂
の
記
事
と
な
る
︒
北
部
よ
り
南

部
が
い
ち
早
く
鎮
静
化
す
る
時
間
差
が
う
か
が
え
る
︒

　

﹁
後
流
行
﹂
で
は
一
九
一
九
年
一
二
月
一
八
日
の
吾
妻
村
に
お
け
る
罹
患
者
続
発
の

記
事
が
第
一
報
で
︑
同
月
二
五
日
の
記
事
で
は
罹
患
者
は
吾
妻
村
・
平
塚
町
に
み
ら
れ

る
の
み
で
﹁
伊
勢
原
・
秦
野
分
署
管
内
に
は
絶
無
の
状
態
﹂
と
報
じ
ら
れ
た
︒
伊
勢
原
・

秦
野
方
面
で
初
め
て
罹
患
者
が
出
た
の
は
翌
一
九
二
〇
年
一
月
一
〇
日
頃
と
報
じ
ら
れ

て
お
り
︵
一
月
二
四
日
︶
︑
﹁
後
流
行
﹂
で
も
流
行
は
南
部
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
︒

　

鎮
静
化
に
つ
い
て
は
︑
二
月
五
日
記
事
で
﹁
大
磯
地
方
流
感
減
退
﹂
と
報
じ
ら
れ
る

一
方
で
︑
二
月
七
日
の
記
事
で
は
﹁
秦
野
流
感
猖
獗
﹂
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
終
息
に
つ
い
て
は
二
月
一
三
日
の
記
事
で
﹁
大
磯
地
方
の
流
感
患

者
は
大
に
減
退
し
殆
ど
終
熄
の
状
況
﹂
と
報
じ
ら
れ
︑
同
月
一
九
日
に
土
澤
村
で
の
﹁
流

と
の
記
事
を
最
後
に
関
連
記
事
は
み
ら
れ
な
く
な
る
︒

　

﹁
前
流
行
﹂
と
比
較
し
て
﹁
後
流
行
﹂
の
社
会
へ
の
影
響
で
特
徴
的
な
の
が
児
童
と

学
校
で
あ
る
︒
﹁
前
流
行
﹂
で
は
比
較
的
小
児
に
罹
患
者
が
多
い
と
さ
れ
て
い
た
が
︑
﹁
後

流
行
﹂
で
は
一
転
し
て
小
児
の
罹
患
や
学
校
の
休
校
を
報
じ
る
記
事
は
少
な
く
な
る
︒

一
月
二
三
日
の
記
事
で
は
﹁
中
郡
に
於
け
る
小
学
校
児
童
に
は
流
行
性
感
冒
の
罹
病
者

殆
ど
絶
無
の
状
態
に
て
昨
年
度
数
校
の
一
部
休
校
を
断
行
す
る
の
止
む
な
き
に
至
れ
る

が
︑
本
年
度
は
目
下
の
処
︑
斯
か
る
現
象
を
見
ず
﹂
と
報
じ
ら
れ
た
︒
こ
れ
に
つ
い
て

郡
視
学
は
﹁
本
郡
に
て
は
昨
年
の
流
感
猖
獗
の
苦
き
経
験
も
あ
る
を
以
て
旧
般
中
郡
内

各
小
学
校
に
悪
疫
予
防
の
注
意
を
達
し
置
き
し
を
以
て
流
行
に
際
し
て
も
狼
狽
を
な

さ
ゞ
る
も
一
般
児
童
は
至
つ
て
壮
健
な
り
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
学
校
休
校
に
つ
い
て
は
︑

流
行
が
激
し
い
旭
村
で
罹
患
者
・
死
亡
者
の
出
た
地
区
か
ら
通
学
す
る
児
童
の
一
時
停

学
や
︵
一
月
二
三
日
︶
︑
金
目
村
の
私
立
中
郡
盲
人
学
校
の
二
〇
名
の
生
徒
の
う
ち
寄
宿

生
三
名
が
罹
患
し
た
こ
と
に
よ
る
休
校
が
報
じ
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
︒
﹁
前
流
行
﹂
に

比
し
て
﹁
後
流
行
﹂
で
小
児
の
罹
患
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
︒
﹁
前

流
行
﹂
で
免
疫
が
獲
得
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
な
お
︑
二
月
一
七
日
に
報
じ
ら

れ
た
中
郡
各
学
校
に
お
け
る
﹁
後
流
行
﹂
の
初
発
以
来
の
罹
患
者
と
死
亡
者
を
み
る
と
︑

職
員
に
比
べ
て
児
童
の
罹
患
率
・
罹
患
者
死
亡
率
が
と
も
に
低
い
こ
と
が
う
か
が
え
る

︵
表
５
︶
︒

　

一
方
︑
工
場
・
会
社
で
は
集
団
感
染
と
考
え
ら
れ
る
報
道
が
み
ら
れ
る
︒
一
月
二
四

日
の
記
事
で
は
︑
秦
野
専
売
支
局
の
職
工
六
百
余
人
の
う
ち
﹁
罹
病
の
為
め
一
割
余
の

欠
勤
者
﹂
が
出
た
と
報
じ
ら
れ
た
︒
平
塚
町
の
相
模
紡
績
工
場
で
は
一
月
に
女
工
四
十

余
人
の
罹
患
者
が
出
て
︑
会
社
で
は
罹
患
者
を
構
内
病
室
に
隔
離
し
て
蔓
延
予
防
を
し

て
い
る
と
い
う
︒
こ
の
時
の
平
塚
町
の
罹
患
者
は
六
十
余
人
で
相
模
紡
績
工
場
で
の
罹

患
者
が
大
部
分
を
占
め
て
い
た
︵
一
月
二
七
日
︶
︒
さ
ら
に
二
月
に
入
る
と
罹
患
者
百
余

人
と
な
り
︑
う
ち
死
亡
者
六
名
を
出
し
た
︵
二
月
三
日
︶
︒
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し
、
ウ
イ
ル
ス
発
見
以
前
の
当
時
、
病
原
体
は
細
菌
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
一
九
一
八

年
一
一
月
、
北
里
研
究
所
が
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
病
原
体
を
パ
イ
フ
ェ
ル
氏
菌
と
報

告
す
る
と
、
病
原
菌
を
め
ぐ
る
論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
論
争
に
結
論
は
出
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
を
受
け
て
予
防
接
種
に
は
パ
イ
フ
ェ
ル
氏
菌
や
パ
イ
フ
ェ
ル
氏
菌
に
肺
炎
球

菌
な
ど
を
混
合
し
た
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
さ
れ
、
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 

。

　
　

（
２
）
中
郡
に
み
ら
れ
る
予
防
措
置

　

神
奈
川
県
の
予
防
措
置
に
つ
い
て
は
内
務
省
衛
生
局
編
『
流
行
性
感
冒
』
お
よ
び
『
流

行
誌
』
で
そ
の
概
要
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
中
郡
に
お
け
る
行
政
や
民
間
の
予
防

措
置
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
乏
し
い
。
こ
こ
で
は
中
郡
に
お
け
る
予
防
に
関

わ
る
動
向
を
治
療
も
含
め
て
み
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

ⅰ　

前
流
行

　

「
前
流
行
」
に
お
け
る
組
織
的
な
予
防
措
置
と
し
て
、
多
く
の
学
校
で
実
施
さ
れ
た

全
校
休
校
や
部
分
休
校
な
ど
が
目
立
っ
た
。
一
一
月
に
は
休
校
な
ど
の
状
況
を
受
け
て
、

各
町
村
の
衛
生
組
合
の
組
長
が
医
師
・
警
察
と
協
議
の
う
え
、
予
防
に
つ
い
て
各
所
で

衛
生
講
話
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
一
九
一
八
年
一
一
月
九
日
）
。

　

治
療
と
し
て
は
平
塚
町
海
岸
の
守
屋
病
院
で
ヨ
ー
ド
液
の
注
射
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
（
一
九
一
九
年
二
月
二
三
日
）
。
当
時
、
牧
野
千
代
蔵
が
設
立
し
た
大

日
本
牧
野
沃
度
研
究
所
で
ヨ
ー
ド
液
が
万
病
に
効
く
治
療
薬
と
し
て
宣
伝
さ
れ
て
お
り
、

守
屋
病
院
は
同
研
究
所
の
支
局
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
の
動
向
と
し
て
、
二
月
に

社
団
法
人
神
奈
川
県
救
済
協
会
に
よ
り
「
流
行
性
感
冒
治
療
費
補
助
」
と
し
て
中
郡
へ

寄
付
さ
れ
た
百
円
が
各
町
村
に
分
配
さ
れ
、
平
塚
町
へ
は
一
三
円
が
配
布
さ
れ
た
。
「
下

級
者
の
感
冒
治
療
費
補
助
」
と
さ
れ
て
お
り
、
貧
困
者
へ
の
治
療
費
補
助
と
考
え
ら
れ

る
（
二
月
一
九
日
）
。

　

な
お
、
神
奈
川
県
で
は
「
後
流
行
」
で
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
予
防
接
種
を
一
九
一

九
年
二
月
に
「
試
用
」
し
た
。
県
で
は
「
流
行
性
感
冒
ノ
病
原
ナ
リ
ト
信
ズ
ル
」
パ
イ

フ
ェ
ル
氏
菌
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
を
製
造
し
、
そ
の
報
を
聞
く
や
「
県
下
ノ
開
業
医
、
汽

船
会
社
、
学
校
、
衛
生
組
合
、
工
場
等
ニ
於
テ
ハ
恰
モ
救
世
主
ノ
出
現
ノ
如
ク
『
ワ
ク

チ
ン
』
分
与
ヲ
乞
フ
モ
ノ
到
殺
シ
テ
」
二
万
二
千
余
人
分
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う 

。

　
　
　
　

ⅱ　

後
流
行

　

「
後
流
行
」
で
は
流
行
が
始
ま
っ
た
一
九
一
九
年
一
二
月
に
各
警
察
署
が
「
注
意
書
」

感
再
燃
」
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
二
月
中
旬
に
は
終
息
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
一
方
、
伊
勢
原
方
面
で
は
二
月
二
一
日
に
「
伊
勢
原
警
察
署
管
内
十
三
ヶ

町
村
の
流
行
性
感
冒
は
殆
ど
熄
近
」
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
大
磯
方
面
と
比
べ
て
終
息

に
十
日
程
度
の
遅
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
か
ら
、
中
郡
に
お
け
る
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
広
が
り
は
「
前
流
行
」
「
後
流
行
」

と
も
に
流
行
は
南
部
か
ら
始
ま
り
、
後
に
北
部
へ
広
ま
っ
た
こ
と
、
終
息
も
南
部
か
ら

始
ま
り
、
北
部
は
遅
れ
て
終
息
し
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
理
由
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
東
海
道
線
で
鉄
道
に
よ

り
中
郡
へ
侵
入
し
、
沿
線
の
南
部
地
域
に
最
初
の
罹
患
者
を
出
し
た
後
、
次
第
に
北
部

へ
と
感
染
が
拡
大
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

　

２　

地
域
で
の
予
防
措
置

　
　

（
１
）
予
防
策
の
基
本

　

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
流
行
の
予
防
策
は
現
在
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
内
務
省
衛
生

局
で
は
「
前
流
行
」
の
一
九
一
九
年
一
月
に
「
流
行
性
感
冒
予
防
心
得
」
と
題
す
る
心

得
書
を
五
万
部
印
刷
し
、
各
府
県
に
配
布
し
て
注
意
喚
起
し
た
。
そ
こ
で
は
、
病
人
に

近
寄
ら
な
い
、
人
の
多
く
集
ま
る
所
に
立
ち
入
ら
な
い
、
人
が
集
ま
る
場
所
で
は
「
呼

吸
保
護
器
（
『
レ
ス
ピ
レ
ー
タ
ー
』
、
又
は
『
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
』
と
も
い
ふ
）
」
を
か
け
る
、

う
が
い
を
す
る
、
な
ど
現
在
の
風
邪
予
防
と
変
わ
ら
な
い
注
意
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い

る 

。

　

「
後
流
行
」
の
際
も
内
務
省
衛
生
局
は
「
前
流
行
」
時
と
同
様
の
心
得
書
五
万
部
を

配
布
し
た
。
た
だ
、
そ
こ
に
「
予
防
注
射
」
を
勧
め
る
項
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
異

な
る
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
一
月
一
九
日
に
も
、
①
「
近
寄
る
な
」
、
②
「
鼻
口
を
覆
へ
」
、

③
「
予
防
注
射
を
」
、
④
「
含
嗽
せ
よ
」
の
四
項
目
を
記
し
た
標
語
小
札
四
八
万
枚
を
印

刷
し
て
各
府
県
に
配
布
し
た
。
そ
の
ほ
か
五
種
類
の
予
防
ポ
ス
タ
ー
も
印
刷
・
配
布
さ

れ
た 

。
以
上
の
よ
う
に
、
「
後
流
行
」
で
は
予
防
措
置
に
予
防
接
種
が
加
わ
る
こ
と
が
特

徴
と
い
え
る
。

　

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
。
し
か
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る
の
状
態
」
で
あ
っ
た
と

い
う
（
一
月
二
四
日
）
。
平

塚
町
で
も
町
民
の
罹
患
者

増
加
を
受
け
て
一
月
二
六

日
に
船
津
愛
之
助
町
長
が

「
予
防
液
供
給
方
依
頼
の

為
め
」
県
庁
に
出
頭
し
た

（
一
月
二
七
日
） 

。
予
防
注

射
の
希
望
者
が
増
加
し
、

注
射
液
が
足
り
な
く
な
っ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
そ
れ
で
も
、
土
澤
村

民
五
〇
〇
名
へ
の
予
防
注

射
（
一
月
二
八
日
）
、
秦
野

警
察
分
署
管
内
で
の
「
特

殊
業
六
百
余
名
に
対
し
予

防
注
射
」
（
一
月
二
四
日
）
、

大
野
村
で
の
「
特
殊
業
者
、

工
場
職
工
二
百
四
十
一

名
」
へ
の
注
射
（
一
月
三

〇
日
）
な
ど
の
実
施
が
伝

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
流
行

が
激
し
く
村
内
の
徳
延
・

公
所
・
纒
・
山
下
・
根
坂

視
が
県
庁
に
「
予
防
液
」
を
受
け
取
り
に
出
張
し
て
「
千
弐
百
人
分
」
を
持
ち
帰
り
、

二
一
日
～
二
三
日
の
間
に
「
ワ
ク
チ
ン
注
射
ヲ
希
望
者
ヘ
無
料
施
行
」
し
た 

。

　

し
か
し
、
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
大
磯
町
で
は
「
注
射
希
望
者
は
続
々
押
掛
け
来
り

た
る
も
」
注
射
液
は
「
一
万
余
の
人
口
に
一
千
人
分
」
し
か
な
く
県
衛
生
課
に
交
付
を

迫
る
こ
と
と
な
り
（
一
月
二
三
日
）
伊
勢
原
町
で
も
流
感
の
猖
獗
に
恐
怖
す
る
町
民
が

「
頻
に
予
防
注
射
を
希
望
し
居
れ
る
が
注
射
液
の
欠
乏
は
之
が
希
望
を
満
た
す
能
は
ざ

を
出
し
て
予
防
を
促
し
て
い
た
（
一
二
月
二
五
日
）
。
学
校
の
休
校
は
み
ら
れ
た
が
、
生

徒
・
児
童
の
罹
患
者
は
「
前
流
行
」
よ
り
少
な
く
休
校
も
少
な
か
っ
た
。
た
だ
、
一
九

二
〇
年
一
月
二
四
日
に
吾
妻
小
学
校
、
二
八
日
に
中
原
小
学
校
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
た
中
郡
教
育
会
の
教
育
講
演
会
が
「
流
行
性
感
冒
の
為
め
」
一
時
中
止
と
な
る
自
粛

措
置
が
み
ら
れ
た
（
一
月
二
二
日
）
。

　

旭
村
で
は
陸
軍
で
看
護
長
に
服
務
し
た
経
験
か
ら
「
衛
生
上
の
心
得
」
を
持
つ
四
人

の
青
年
が
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
防
疫
員
の
防
疫
事
務
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
自
費

で
製
造
し
た
マ
ス
ク
を
旭
小
学
校
児
童
四
七
〇
人
に
寄
付
し
た
こ
と
が
「
青
年
の
美
事
」

と
報
じ
ら
れ
た
（
一
月
三
〇
日
）
。
こ
の
背
景
に
は
旭
村
で
の
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
猖

獗
と
と
も
に
（
前
述
）
、
県
内
に
お
け
る
マ
ス
ク
不
足
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

県
内
で
は
一
月
以
降
の
罹
患
者
の
激
増
に
と
も
な
う
マ
ス
ク
使
用
者
の
増
加
に
よ
り
、

マ
ス
ク
の
市
価
が
一
個
三
五
銭
か
ら
八
〇
銭
に
高
騰
し
て
一
般
の
使
用
普
及
に
支
障
が

生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
県
は
神
奈
川
県
救
済
協
会
の
資
金
融
資
を
受
け
て
材
料
を
調
達

し
、
金
具
製
作
を
工
業
学
校
、
裁
縫
を
高
等
女
学
校
に
委
託
し
て
一
万
一
六
〇
〇
個
の

マ
ス
ク
を
製
造
し
た
。
販
売
は
日
本
赤
十
字
社
篤
志
看
護
婦
会
神
奈
川
支
会
に
委
嘱
し
、

一
個
五
銭
で
半
数
は
学
校
・
官
庁
・
会
社
へ
、
半
数
は
一
般
へ
提
供
し
た 

。

　

一
方
、
「
後
流
行
」
の
予
防
措
置
と
し
て
特
徴
的
な
の
が
予
防
注
射
で
あ
る
。
神
奈
川

県
で
は
一
九
一
九
年
二
月
に
「
試
用
」
し
た
予
防
注
射
が
「
其
ノ
効
果
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ

ア
ル
ヲ
認
メ
」
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
奨
励
し
た
。
そ
の
需
要
に
応
え
る
た
め
県
第
二

衛
生
試
験
場
で
は
パ
イ
フ
ェ
ル
氏
菌
感
作
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
に
取
り
組
み
、
市
町
村
を

指
導
し
て
予
防
注
射
の
普
及
に
努
め
た
。
そ
の
た
め
か
一
九
二
〇
年
一
月
か
ら
予
防
注

射
に
関
す
る
記
録
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

大
磯
町
で
は
一
月
一
二
日
に
衛
生
委
員
・
区
長
・
衛
生
組
合
長
が
町
役
場
に
召
集
さ

れ
、
藤
田
文
次
郎
町
長
と
「
感
冒
性
流
行
予
防
ト
シ
テ
予
防
注
射
ヲ
町
長
一
般
（
五
才

以
上
、
六
十
才
以
下
）
へ
射
入
ノ
件
」
を
協
議
し
て
「
不
日
一
般
ヘ
射
入
ス
ル
事
ニ
決

シ
」
た
。
一
三
日
に
も
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
予
防
注
射
の
方
法
は
「
衛
生
主
任
長
島

及
中
西
巡
視
ト
共
ニ
実
行
ヲ
委
任
」
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
四
日
に
は
町
長
が
「
予
防

注
射
ノ
件
ニ
付
警
察
署
へ
出
張
」
し
た
。
一
五
日
の
新
聞
記
事
で
は
「
ワ
ク
チ
ン
の
注

射
申
込
は
大
磯
一
千
、
国
府
二
千
、
大
野
千
五
百
、
大
磯
高
麗
女
子
敬
業
学
舎
生
徒
八

十
名
に
て
大
磯
署
に
て
は
其
筋
に
注
射
液
請
求
中
」
と
報
じ
ら
れ
、
一
九
日
に
中
西
巡

表 6 1920 年流行性感冒救護班組織

表 7 第四部流行性感冒救護班診療成績（1920 年 3 月 20 日集計）
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⑴
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
風
邪
」

　

と
は
異
な
る
病
気
で
あ
る
。
ま
た
、
発
生
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
交
戦

　

中
で
、
報
道
統
制
に
よ
り
国
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
を
発
表
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
流
行 
 
 
 
 
 

の
情
報
は
中
立
国
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
か
ら
報
じ
ら
れ
、
ス
ペ
イ
ン
が
病
気
の
発
生
源
と
誤
解
さ　

れ
、
当
時
か
ら
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
も
広
く
知
れ　

渡
っ
た
文
言
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
述
し
た
事
情
へ
の
注
意
を
促
し
た
う
え
で
、
本
稿
で
は
当
該
感　

染
症
を
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
表
記
す
る
。

　

お
わ
り
に

　

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
中
郡
に
お
い
て
も
悲
惨
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
う
か

が
え
た
。
し
か
し
、
流
行
の
様
子
や
実
態
を
伝
え
る
史
料
は
思
い
の
ほ
か
少
な
く
、
『
流

行
誌
』
の
ほ
か
は
『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
記
事
を
基
本
的
な
史
料
と
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
地
域
に
残
さ
れ
た
史
料
と
し
て
は
大
磯
町
の
「
小
見
助
役
日
誌
」
に
関
係
記
事

が
散
見
さ
れ
る
が
、
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
現
平
塚
市
域
の
旧
村
役
場
文
書
を
管
見
し

た
限
り
で
は
関
係
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
に
つ
い

て
こ
の
よ
う
な
史
料
状
況
が
形
成
さ
れ
る
理
由
も
興
味
深
い
が
、
か
か
る
状
況
に
も
規

定
さ
れ
て
か
、
旧
中
郡
域
の
自
治
体
史
の
通
史
編
で
は
二
つ
の
新
聞
記
事
を
抄
録
す
る

『
伊
勢
原
市
史
』
を
除
き
、
い
ず
れ
も
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
に
つ
い
て
は
叙
述
さ
れ
て

い
な
い
。
旧
中
郡
域
に
お
い
て
も
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
社
会
的
に
「
忘
却
」
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
と
も
地
域
に
お
け
る
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
流
行
の
実
態
解
明
は
課

題
で
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
た
さ
ら
な
る
史
料
の
発
掘
・
調
査
が
必
要
と
な
ろ
う
。
他
郡

や
他
県
と
の
比
較
な
ど
も
中
郡
に
お
け
る
流
行
の
特
徴
を
知
る
う
え
で
重
要
と
思
わ
れ

る
が
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

【
付
記
】
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
大
磯
町
郷
土
資
料
館
の
富
田
三
紗
子
さ
ん
に
ご
教

　
　
　
　
　

示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

註

間
の
各
地
区
で
罹
患
者
が
続
発
し
て
い
た
旭
村
で
は
（
前
述
）
、
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
防

疫
員
に
よ
り
、
ま
だ
罹
患
者
が
発
生
し
て
い
な
い
万
田
・
出
縄
・
河
内
・
高
根
の
各
地

区
か
ら
漸
次
予
防
注
射
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
四
地
区
か
ら
罹
患
者
は
出

ず
、
流
行
を
み
た
五
地
区
で
も
注
射
後
は
一
人
も
罹
患
者
が
出
な
か
っ
た
と
い
う 

。

　

二
月
に
入
る
と
、
大
磯
町
は
一
〇
日
に
「
第
二
回
感
冒
予
防
ワ
ク
チ
ン
注
射
ノ
件
」

を
協
議
し
、
「
一
三
日
西
小
磯
ヲ
初
メ
ト
シ
テ
連
日
午
後
一
時
ヨ
リ
希
望
者
ニ
注
入
ス
ル

事
」
を
決
め
た
。
一
三
日
、
西
小
磯
で
正
午
か
ら
午
後
四
時
の
間
に
男
女
一
九
人
が
予

防
注
射
を
受
け
た
。
一
五
日
に
は
町
役
場
で
南
本
町
・
北
本
町
・
神
明
町
の
予
防
注
射

を
実
施
し
、
男
女
九
人
が
注
射
を
受
け
た 

。

　

一
方
、
県
は
二
月
に
県
内
を
四
部
五
班
に
分
け
て
流
行
性
感
冒
救
護
班
を
組
織
し
た
。

中
郡
と
足
柄
上
・
下
郡
の
三
郡
は
第
四
部
の
管
轄
と
さ
れ
、
二
月
八
日
に
大
磯
警
察
署

内
に
救
護
班
が
置
か
れ
た
（
表
６
）
。
救
護
班
は
一
班
に
医
師
二
名
・
防
疫
官
吏
各
一
名

が
配
備
さ
れ
、
貧
困
患
者
の
救
護
や
ワ
ク
チ
ン
注
射
な
ど
を
主
な
活
動
内
容
と
し
て
巡

回
診
療
を
行
い
、
三
月
二
〇
日
に
解
散
し
た 

。
第
四
部
救
護
班
の
配
備
当
初
、
中
郡
で

は
流
行
が
下
火
で
「
大
磯
署
管
内
に
て
は
一
人
の
救
護
を
受
く
る
も
の
な
き
」
状
態
に

あ
り
、
班
員
は
足
柄
上
・
下
両
郡
へ
出
張
し
て
い
た
（
二
月
一
三
日
）
。
し
か
し
、
二
月

一
五
日
こ
ろ
に
土
澤
村
で
流
行
が
再
発
す
る
と
、
一
七
日
、
救
護
班
は
同
村
へ
出
張
し
、

罹
患
者
の
出
た
家
の
救
護
や
予
防
注
射
の
実
施
に
あ
た
っ
た
（
二
月
一
九
日
・
二
〇
日
）
。

県
内
の
流
行
性
感
冒
救
護
班
の
診
療
実
績
を
み
る
と
、
中
郡
が
位
置
す
る
大
磯
・
松
田

署
管
内
の
診
療
患
者
数
は
他
地
域
と
比
較
し
て
最
も
少
な
く
、
診
療
期
間
も
短
い
。
こ

れ
は
中
郡
に
お
け
る
流
行
の
終
息
が
早
か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
（
表
７
）
。

　

な
お
、
県
で
は
パ
イ
フ
ェ
ル
氏
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
注
射
の
接
種
者
と
非
接
種
者
の

罹
患
率
を
比
較
し
、
罹
患
率
・
死
亡
率
と
も
に
接
種
者
の
方
が
低
か
っ
た
と
報
告
し
て

い
る
。
パ
イ
フ
ェ
ル
氏
菌
ワ
ク
チ
ン
の
注
射
に
よ
る
治
療
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
「
普
通
療
法
（
対
症
療
法
）
」
と
「
ワ
ク
チ
ン
療
法
」
と
の
治
療
成
績
を
比

較
し
て
「
ワ
ク
チ
ン
療
法
」
の
方
が
死
亡
率
が
低
く
、
治
療
日
数
も
短
縮
さ
れ
た
と
報

告
し
て
い
る 

。
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
あ

る
た
め
、
直
接
的
な
効
果
は
な
い
は
ず
だ
が
、
細
菌
に
よ
る
併
発
症
な
ど
を
抑
止
す
る

効
果
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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⒇
人
口
は
各
町
村
の
人
口
が
判
明
す
る
一
九
二
〇
年
の
国
勢
調
査
の
数
字
で
あ
る
。

2
1
 

こ
の
大
野
村
・
旭
村
の
感
染
に
つ
い
て
は
『
横
浜
貿
易
新
報
』
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
一
月
二
〇 

 

日
付
記
事
、
お
よ
び
『
流
行
誌
』
一
二
七
頁
に
よ
る
。

2
2
 

伊
勢
原
分
署
管
内
の
村
名
不
明
の
罹
患
者
一
五
人
は
、
記
事
中
に
二
か
所
み
ら
れ
る
金
田
村
の
五
人

と
一
〇
人
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
い
ず
れ
か
を
金
田
村
ま
た
は
金
目
村
に
誤
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
合
計
罹
患
者
数
は
記
事
で
は
一
八
五
人
と
な
っ
て
い
る
が
計
算
が
合
わ
な
い
。

2
3
 

内
務
省
衛
生
局
編
『
流
行
性
感
冒　

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
大
流
行
の
記
録
』
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
八

年
）
一
三
六
～
一
四
五
頁
。
以
下
、
『
流
行
性
感
冒
』
と
略
す
。

2
4
 

『
流
行
性
感
冒
』
一
四
六
～
一
六
二
頁
。

2
5
 

『
流
行
性
感
冒
』
三
八
一
～
三
八
二
頁
。

2
6
 

牧
野
民
蔵
『
牧
野
沃
度
之
説
明
』
（
私
立
大
日
本
牧
野
沃
度
研
究
所
関
西
支
部　

一
九
二
一
年
）
。

2
7
 

『
流
行
誌
』
八
二
頁
。

2
8
 

『
流
行
性
感
冒
』
二
〇
一
頁
。

2
9
 

『
流
行
誌
』
八
三
頁
。

3
0
 

「
小
見
助
役
日
誌
」
大
正
九
年
一
月
一
二
・
一
三
日
（
大
磯
町
郷
土
資
料
館
蔵
）
。

3
1 

「
小
見
助
役
日
誌
」
大
正
九
年
一
月
一
九
・
二
一
日
（
大
磯
町
郷
土
資
料
館
蔵
）
・
大
磯
町
編
『
大 
 
 

磯
町
史
３　

資
料
編　

近
現
代
（
１
）
』
№
三
五
一
（
大
磯
町
、
一
九
九
八
年
）
。

3
2
 

船
津
町
長
は
注
射
液
九
五
〇
人
分
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
（
一
月
二
九
日
）

3
3
 

『
流
行
誌
』
一
四
一
頁
。

3
4

「
小
見
助
役
日
誌
」
大
正
九
年
一
月
一
九
・
二
一
日
（
大
磯
町
郷
土
資
料
館
蔵
）
。

3
5
 

『
流
行
誌
』
八
四
頁
。

3
6
 

『
流
行
誌
』
一
三
二
～
一
三
五
頁
。

⑵
速
水
融
『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
―
人
類
と
ウ
イ
ル
ス
の
第
一
次
世
界
戦
争

―
』
（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
。

⑶
前
掲
註
（
２
）
速
水
著
書
。
そ
の
ほ
か
、
池
田
一
夫
・
藤
谷
和
正
ほ
か
「
日
本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
か

ぜ
の
精
密
分
析
」
『
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
五
六
巻
（
二
〇
〇
五
年
）
は
疾
病
動
向
予

測
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
死
亡
者
の
特
性
を
分
析
し
て
い
る
。
櫻
井
弘
人
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
の
疫
病
と

民
俗
」
『
稲
民
俗
研
究
』
第
二
七
号
（
二
〇
二
〇
年
）
は
長
野
県
伊
那
地
方
の
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
流

行
状
況
に
つ
い
て
の
伝
承
を
紹
介
し
、
人
々
へ
の
疫
病
へ
の
対
処
に
つ
い
て
民
俗
学
的
考
察
を
し
て
い

る
。
磯
田
道
史
『
感
染
症
の
日
本
史
』
（
文
藝
春
秋
社
、
二
〇
二
〇
年
）
も
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
に
触

れ
て
い
る
。

⑷
鈴
木
昇
『
大
磯
の
今
昔
（
八
）
』
一
九
九
八
年
。

⑸
伊
勢
原
市
史
編
集
委
員
会
編
『
伊
勢
原
市
史　

通
史
編
近
現
代
』
（
伊
勢
原
市　

二
〇
一
五
年
）
。

⑹
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｗ
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
『
史
上
最
悪
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

忘
れ
ら
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
』
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
。

⑺
「
前
流
行
」
の
全
死
亡
者
に
お
け
る
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
に
よ
る
死
亡
者
の
割
合
は
、
京
都
市
が
五

一
・
四
％
、
大
阪
市
が
四
〇
・
三
％
、
神
戸
市
が
四
一
・
七
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
東
京
市
は
二
七
・

一
％
、
横
浜
市
は
二
三
・
九
％
で
あ
っ
た
（
前
掲
註
（
２
）
速
水
著
書
）
。

⑻
速
水
融
に
よ
る
「
超
過
死
亡
」
概
念
を
適
用
し
た
試
算
で
は
「
前
流
行
」
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の

死
亡
者
数
は
二
六
万
六
四
七
人
と
な
る
。

⑼
「
後
流
行
」
の
全
死
亡
者
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
る
死
亡
者
の
割
合
は
、
京
都
市
が
三
〇
・

五
％
、
大
阪
市
が
三
三
・
一
％
、
神
戸
市
が
三
八
・
五
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
東
京
市
は
二
七
・
四
％
、

横
浜
市
は
二
六
・
七
％
で
あ
っ
た
（
前
掲
註
（
２
）
速
水
著
書
）
。

⑽
速
水
融
に
よ
る
「
超
過
死
亡
」
概
念
を
適
用
し
た
試
算
で
は
「
後
流
行
」
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の

死
亡
者
数
は
一
八
万
六
六
七
三
人
と
な
る
。

⑾
神
奈
川
県
警
察
部
衛
生
課
『
大
正
七
・
八
年
、
大
正
八
・
九
年　

流
行
性
感
冒
流
行
誌
』
神
奈
川
県
警

察
部
、
一
九
二
〇
年
（
『
日
本
近
代
都
市
社
会
調
査
資
料
集
成
８　

横
浜
市
社
会
調
査
報
告
書
〔
含
：
神

奈
川
県
〕
３　

大
正
９
年
（
２
）
』
近
現
代
資
料
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
）
。
以
下
『
流
行
誌
』
と
略

す
。

⑿
『
流
行
誌
』
四
六
頁
（
頁
数
は
原
史
料
に
よ
る
）
。

⒀
た
だ
、
川
崎
や
大
磯
で
九
月
下
旬
に
発
生
し
て
い
た
と
の
情
報
も
あ
る
（
『
流
行
誌
』
五
七
頁
）
。

⒁
厚
木
市
文
化
財
協
会
編
『
星
野
日
記　

明
治
四
十
二
年
～
大
正
七
年
（
農
業
日
誌
）
』
（
厚
木
市
教
育

委
員
会
、
一
九
九
三
年
）
二
七
四
頁
。

⒂
『
流
行
誌
』
六
一
頁
。

⒃
『
流
行
誌
』
五
〇
頁
。

⒄
『
流
行
誌
』
五
七
頁
。

⒅
「
小
見
助
役
日
誌
」
大
正
七
年
一
〇
月
二
三
日
（
大
磯
町
郷
土
資
料
館
蔵
）
。

⒆
『
流
行
誌
』
四
八
頁
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